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垂直磁気記錬のヘッド・媒体闇分禽色槙失
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　ま之がき　　G。－Cトニ層・膜嫌講＼し聖直ヘッド傷組み．なわ

せで理想的な垂直猟が災免できる。リ♪グヘッド記録で
は，へ。ド、石嬬が長キ放分酸むので，轟伽嫡月kである
こしバ夢藪さ敢る．妊ド鎚記録に蔚有なへ。ド・媒，体

閣の砿気的な組ヱ作財は，皇直ヘヲドのオバリ〉グヘッド
よソ砿き・・“’の丸へ。ド・蝋体間の分離損欠にフいて
看垂直へ。ドを凧いたゐが有刈である乙手想される。そこ
で孝煮3は，垂直記鉱にお・いてへ。ド・篠・依闘分離が記緑

畷及蔚性に及ぼす影響を，垂直へ・ド記録乙ソングへ・ド

記獄の場合について実駿的に調べた。
　実験　　ヘッドー媒．，体、間分離は，テープ状のCゲCトニ．層

膜腺蝋（鉱一u＝α蔑μ・・，（瑳・琵ゴα4μ，Hc⊥3？δoα・，庶二

3．7素Oe）に非．紘姓体（兀）｛』入バッタ菰で・付着させてフ〈．

。た．媒体はソンゲへ。ドでき高曇度の記録・再生ができ
るよ〉にHc⊥き毒〕くしている。非、級’｝生／彰の、厚み（♂η）は，

0，σ・ユ，α・動α／。，・・／8．畝乙した・・磁気へ・ドは，

主石玖オ亟厚み07，09，∠～～∠侃，トラック幅二し伽卿の紺助軸励砿

形垂直へ。ド（港線数；記錬／・0ターン，再生ゆ・クーン）
乙，空1嶽長03ノ・夙，トラック幅6roρμ夙のリ〉ゲヘッド（言6

猟・再，生／0ρクーン）客使．用した。ヘッド・・媒イ本間の相対

遠度は記録．崎4汐戯例ん，再生爵？㊨⊂ηんで行な・た。

　結果　図／1㍉獲受のへ。ド・媒体間分離（dτ）のδ
乙で，同一のへ。擁使．て記録・再生したしきの記録愚
反幽柱を示す。（瓜）は，
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（b）　リ〉グヘッドによる：き己謙孟度特・挫

図ノ．へ。ド・媒体問介離が記嫌蜜度特
　　　牲1こ及、ぼす影響．

　　　　　　　　　　　主盈極塚み研轡の塗直へ。ド乙，（レ）‘より＿
、ゲへ。ド鰍いた場合である．4㍗・での・低齪の再生出力は，両豊

褒Σ：課撫脅∴轡讐難瓦孟餐懲糖讐1♂・〉＼
が，聖直ヘッドでは8」βしか減少しない．　　　　　　　　〉冒2°

図皇…、・し・は，徹ぞ纏直へ。ド，1ノ・グへ。肋船・・フ・・§°D＝5°kBPI　I恥・f淵

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ　コ　て，分離のある状態で記録、・再生したとさの出力しd石昌0でり出力の　8　　　　　　　　α7囲

雌，崎蹴ロブ・。トし姻である。麓へ・ドの場合・・は，凱。
繍・財雌・砿給＠離鍬は記録徽編榔無く，ωk，匡゜　°㌦，λ゜2　°3
8砥／・録βP1（主砿極厚みの瓢るへ・陛凪・・た・さの記鎌蜜度蔚　（の垂直～ドの場合
姓で，士・カの集Zピーク8与之5記録．密皮）で一鱈占ム（dβ）である。

嫌体1礪・座直蔵分鱒フ粥激化繊すこ・がで酪ため磁窃窪
れる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臣旧4°。

講慧識響蜘徽鰍に徽櫛鄭生　φ・リ・グ脇場合
　〔銘丈献〕　　　　　　　　　　　　　　　　図旦～ド・媒体間分離損失
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